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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】内側側頭葉てんかんにおける発作間欠期の脳糖代謝、脳血流、脳磁場活動の分布について検討した。 
【対象】MRIで片側の海馬硬化の所見を示し、手術治療で術後てんかんの改善が認められた内側側頭葉てんかん
21例（男8例、女13例12－74歳、平均34.8歳）を対象とした。 
【方法】術前発作間欠期に FDG-PET, TcECD-SPECT, MEG（magnetoencephalography）を施行した。PET,SPECTは
側頭葉内側、外側に関心領域(ROI)を設けてAI（asymmetry index）で左右差を評価した。MEGは160ch全頭型グ
ラジオメーター（横河電機製）を用い、脳波の同時記録を参照にてんかん性スパイク波を単一等価電流双極子
（dipole）として推定し、その分布を分類した。 
【結果】FDG-PET, TcECD-SPECTで患側の側頭葉に低代謝、低血流を認めた症例は16例（76.2％）、11例（52.4％）
であり、患側側頭葉内側に限局した症例は7例（33.3％）、6例（28.6％）にすぎなかった。MEGでは13例（61.9％）
で患側側頭葉にdipoleの集積を認め、内側型5例（23.8％）、外側型2例（9.5％）、混合型6例（28.6％）に分
類された。また4例（19.0％）で両側側頭葉、2例（9.5％）で健側側頭葉に集積を認めた。 
【結語】片側の側頭葉内側に発作起始部をもつ側頭葉てんかん症例において、発作間欠期の脳糖代謝、脳血流、
脳磁場活動の分布は必ずしも発作起始部と一致しなかった。これらの結果はてんかん脳におけるirritative area
とictal onset areaが異なる可能性を示唆しており、発作間欠期のてんかん原性焦点における代謝、血流、磁場
活動の多様性を示すものと考えられた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 てんかん手術術前に種々の検査法でてんかん原性焦点の推定が試みられるが、最終的に頭蓋内電極といった侵
襲的検査法による発作時記録を必要とすることは少なくない。これは発作間欠期に調べることのできる間欠期焦
点と、てんかん原性焦点の関係についての詳細が未だ検討されていないことに起因すると考えられる。今回、MRI
で片側の海馬硬化の所見を示し、手術治療で術後てんかんの改善が認められた、てんかん原性焦点が側頭葉内側
構造に存在すると考えられた内側側頭葉てんかん 21例を対象として FDG－PET, TcECD-SPECT, MEG（magneto 
encephalography）を施行し、発作間欠期の脳糖代謝、脳血流、脳磁場活動の分布について検討した。 
 PET,SPECTは側頭葉内側、外側に関心領域(ROI)を設けてAI（asymmetry index）で左右差を評価し、MEGは160ch
全頭型グラジオメーター（横河電機製）を用い、脳波の同時記録を参照にてんかん性スパイク波を単一等価電流
双極子（dipole）として推定し、その分布を分類した。 
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 FDG－PET, TcECD-SPECTで患側の側頭葉に低代謝、低血流を認めた症例は16例（76.2％）、11例（52.4％）で
あり、患側側頭葉内側に限局した症例は7例（33.3％）、6例（28.6％）にすぎなかった。MEGでは13例（6l.9％）
で患側側頭葉にdipoleの集積を認め、内側型5例（23.8％）、外側型2例（9.5％）、混合型6例（28.6％）に分
類された。また4例（19.0％）で両側側頭葉、2例（9.5％）で健側側頭葉に集積を認めた。 
 このような片側の側頭葉内側構造にてんかん原性が存在すると考えられる均一な疾患群において、発作間欠期
の脳糖代謝、脳血流、脳磁場活動の分布は必ずしもてんかん原性焦点と一致せず広がりをもつことは、てんかん
原性焦点における代謝、血流、磁場活動の多様性を示すものと考えられた。  
以上の研究結果は、側頭葉てんかんにおける、脳の代謝、血流、神経活動に関する病態解明を行ったものであ
る。この事はてんかん学の進歩に寄与するもので、博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判断された。 
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